
執筆動機

研究テーマが、昨今世間で問題視され

ている若者の投票率であるため、当事者

である私たちが、この研究をより多くの人

が目にできる論文にし、発信していく重

要性を感じました。また、論文の執筆に

より学問的知識が深まり、残りの1年の学

生生活をより充実した時間にできると思

いました。そして、所属するゼミでは、今

まで懸賞論文の受賞がなかったため、ゼ

ミ史上初の受賞を目標に、今回論文を執

筆することにしました。

執筆に当たってのエピソード

統計学を学び始めてから1年弱で論文

を完成させるまでには、統計学の手法や

データの扱い、論文の書き方など何もか

もが手探りでした。中でも特に苦労した

ことは、研究の結論の精度を高めるため、

考えられる限りの無数の手段を試したこ

とです。何百という細かな改善の末、論

文が完成し、賞をいただけたことを非常

に嬉しく思います。最後まで研究を支え

続けてくださった横田先生に心から感謝

いたします。

論文の内容

本論文では、近年低下が顕著である若

者の選挙投票率が若者の政治における発

言力を低下させて、高齢者に傾倒した政

治に拍車をかけ、結果的に財政面、特に

社会保障費支出における高齢者と若者の

間の差額を拡大させているのではないか

という仮定について実証的に検証しまし

た。それに加え、若者の選挙投票率が低

下し続けている原因についても、高齢者

と若者の間の社会保障費支出の差額が影

響を与えているという仮定を実証的に検

証しました。

後輩へのメッセージ

前述したように、私たちは所属ゼミにお

いて初めての受賞となりました。そのため、

まだ受賞のないゼミの方はぜひこの懸賞

論文に向けて論文作成に取り組んでみて欲

しいと思います。数多くのゼミから作品が

応募されることで、入賞論文のレベルも向

上すると思います。また、商学部生の研究

は実用的な内容が多いと言われています。

そうした身近な話題をぜひ懸賞論文を通

じて共有してほしいと思います。みなさん

の論文を楽しみにしています。

若者の投票率と政府による社会保障費支出の関係佳 作

執筆動機

佐々木ゼミはゲーム理論を扱うゼミで

すが、私は組織における人間の行動を理

論的に研究してみたいと思っていたの

で、投票力指数をテーマに選びました。

歴代の先輩方は懸賞論文において数多く

の優秀な賞を取り続けてきたので、せっ

かく卒業論文を書くならば公に審査して

もらえる場に出してみよう、と考え応募

しました。また、大学院に進学するので

学部時代に何かしらの功績を残せたらと

思い、執筆に励みました。

論文の内容

投票者のもつ力を数理的に分析する

「投票力指数」に関する従来の研究におい

ては、投票者は同じ選好をもつと仮定さ

れてきました。そこで、投票者の間に非

対称性の概念を導入することで、より現

実的な状況を分析できるようにしまし

た。また、計算が非常に煩雑になるため、

モンテカルロ法という手法を用いてPC

上におけるシミュレーションを行い、理

論と実証という二つの側面から研究を行

いました。

執筆に当たってのエピソード

本格的な論文を書くのは初めてだった

ので、先輩方の論文をひたすら読んでま

ず論文の型というものを勉強しました。

PCのシミュレーションにおいては、計

算の処理が追いつかずPCが固まること

も多々あり、思うように分析が進まない

こともありました。論文の提出の際には

佐々木先生が一字一句丁寧に見てくださ

り、石炭のような論文をダイヤモンドの

ように輝かしていただきました。先生に

はこの場を借りてお礼申し上げます。

後輩の皆さんへのメッセージ

残念ながら佐々木ゼミは私の代で終わ

りになってしまったのですが、その背景

には商学部に蔓延している「研究や勉学

に対する意識の低さ」があります。大学

は決して娯楽施設でも就職予備校でもな

いのですが、勉学が自分の将来への投資

であることを自覚して日々努力している

学生は非常に少ないです。そうした環境

の中で「私は勉強に励んでいます」と声

を大にして言える人は是非とも次の懸賞

論文に応募してみてください。賞金以上

の見返りが必ずありますよ。

投票力指数への非対称性導入について佳 作
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